
 

□「怒るより相手せずに待つ方が有効なことが分かりました！」 

□「待つことはとっても難しいけど、頑張ってみます！」 

□「親の我慢や忍耐が必要ですね。」 

□「分かっていても感情的になるので、ポイントが分かって良かった！」 

□「具体的に待つ方法が知れたのでやってみようと思います！」 

□「待つことは苦手ですが、無理せず進めていきます！」 

□「他の保護者の方との話の時間がたっぷりあったので良かったです。」 

□「夫婦間の考えの違いなどを確認できる場になっています。」 

□「やはり他の方と話すと心が軽くなります。」 

 

第６期はこでみペアレントトレーニング⑧ 

今回は、２７名の保護者や支援者の方々にご参加頂きました。 

第８回目は、「無視のポイント〜ほめる為に待つ〜」をテーマに講義とグループワークを行

いました。 

 

ペアレントトレーニングにおける「無視する」とは、子どもの存在を無視するのではなく、

子どもの行動に対して頭ごなしに否定的な関わり（注目）をしないという事です。 

つまり、【子どものベースに合わせ、余計な関わり（注目）をせずに、子どもの良い行動を

待つ】という対応方法です。 

 

大人側の常識やペースに合わせて考えてしまうと、どうしても焦りから感情的になり、子

どものペースを待つ事が出来ません。そうなると、すぐに動き出さない子どもがとにかく許

せず、「早くしなさい ！」「いいかげんにしなさい ！」「もう知らない ！」「もうテレビや

ゲームは禁止 ！」と否定的な関わり（注目）を畳み掛けてしまいがちになります。 

 

そこで、今回は、子どもの良い行動を根気よく待つ方法やポイントを皆さんと一緒に学

んでいきました! 

大切なポイントは、 

「火に油を注がない関わり」 

「売られた喧嘩を買わない関わり」 

「挑発に乗らない関わり」 

という大人側の冷静なスタンスです。 

 

「子どものペースに合わせて待つ」事で親子共々ヒートアップすることを防ぎ、良い行動

がでたらすかさず「ほめる」「肯定的に注目する」。この一連の流れを実行出来るように話

し合っていきました! 

 

令和８年 6月 14日（日）第 8回はこでみペアレントトレーニング 

 

参加者の感想 


